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• Cloudlets (~100AU, <<1Msun)との衝突でsecond generation 
diskができるかのシミュレーション
• Arc-like構造のtransition diskや、>1Myrのluminosity burstの起源？

• 星質量は2.5Msun固定

• Adiabatic, isothermal,

Stellar radiationのガス状態

• 乱流on/off

• 星/cloudletがISM中を動く



Adiabatic 

Isothermal 

Iso+turb

Iso+turb+infall

ガス冷却を入れる
と星に捕獲される

乱流はあまり効か
ない

ガス雲を衝突させる
とより捕獲される

Irradiation  

Isothermal 

大きな差はない

~1000AU構造(104yr)から中心にガ
スが集まり~100AU構造に(105yr)



• EC53: JCMT-Transient monitoring surveyで発見された
variable protostar
• Accretion relatedな~543days周期のNIR&sub-mm変光

• 周期性: companion/planet causes gravitational instability?

• ALMAでの追観測で素性を研究した

873um dust cont. 0.075Msun
cm-size dust suggested via spectral index



C17OはKeplerian motionだけ
では合わない
中心部でfittingすると中心星は
0.3±0.1Msun

C17O(青)、H13CO+(赤)、CH3OH(黒コントア)
黒と赤は分布が反相関している。かつ、半径が広
い（緑円~153AU）
→今の明るさ(1.7-4.8Lsun)から計算したwater 
snow lineよりも実際の半径はもっと広いことを
示唆（H13CO+は水分子で破壊）
→昔もっと劇的なaccretion burstがあった？

一方で広がっている半径に対してCH3OHの強度
は2桁ほど弱い
→abundanceが低い。Disk中心ではもう凍って
いて、表層のみgas？


















